南米諸国連合設立条約調印　2008/5/23　ブラジリア
5月23日ブラジルの首都ブラジリアで、南米の首脳会議が11カ国の参加（ウルグアイのみ不参加）で開かれ、地域統合の詳細を定めた『南米諸国連合（ＵＮＡＳＵＲ）設立条約』に調印しました。
意義　「多国間主義の強化に向けた決定的な一歩」――条約で強調
基本的な目標

主権の平等に基づいた多極化世界

核兵器や大量破壊兵器の無い世界

社会的、経済的な不平等の根絶。貧困や差別と戦う。

統合の主要原則

　　主権尊重、領土保全、民族自決権、連帯、協力

　　議長国は輪番制で、年に一度首脳会議を開く。

歴史的経過

　　2004年12月　『南米諸国共同体』設立

　　2007年4月　第1回エネルギー首脳会議で『南米諸国連合』に名称変更
当条約は12か国中11カ国の批准で発効。
　　他の中南米、カリブ海諸国の加盟の可能。全ラテンアメリカの統合を視野に

南米12カ国
①　アルゼンチン共和国　②　ウルグアイ東方共和国　　③　エクアドル共和国　　④　ギアナ（ガイアナ）協同共和国　⑤　コロンビア共和国　⑥　スリナム共和国　　⑦　チリ共和国　　⑧　パラグアイ共和国　　　⑨　ブラジル連邦共和国　　　⑩　ベネズエラ・ボリバル共和国　　⑪　ペルー共和国　　⑫ボリビア共和国
ＡＬＢＡ（米州ボリバル代替構想）
アメリカ主導の米州自由貿易圏（ＦＴＡＡ）構想に対抗しベネズエラのチャベス大統領が2001年提唱した中南米の地域グループ。
ベネズエラ、キューバ、ボリビア、ニカラガ、ドミニカが正式参加。

8月25日、ホンジュラスのセラヤ大統領が加盟協定に調印した。
